
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＧ

ＴＧ

滞水砂礫層型加泥材 

ＴＧブロックーα 
 

 

ＴＧブロック－αは、沿岸近郊、河川横断などの含水比の高い滞水砂質層、滞水砂礫層におい

て泥土圧式シールド工法に用いる最適な加泥材（掘削土砂排出方法としてはズリ・トロ排出方

式）であり、少量添加により掘削土砂に適度な塑性流動性、適度な自立性を持たせることができ

ます。 

また地下水圧に対する止水性を発揮させることもできる耐水効果を持つ加泥材です。 

   
ＴＧブロック－αの特徴 

 
＊ 含水比の高い砂質層、砂礫層や互層（粘土→砂礫→粘土）を掘削する際、地下水の噴

発を防止し、止水効果にも優れており、ＴＧブロック－αの濃度コントロールにより脱水する

ことなく土砂を取り込むことができます。  

＊ 掘削土砂と混合することで、塑性流動化をもたらし、摩擦抵抗を下げる為カッタートルク圧  

を低減することができます。  

＊ 地山にバインダー分が多少含まれている場合最適な効果が得られますが、ごく少量の場      

合は、ＴＧブロック－βをおすすめ致します。  

   

   ＴＧブロック－αの性状 

主 成 分 水溶性高分子 

外   観 白色粉末 

比   重 ０．９～１．１０ 

ｐ   Ｈ ６．８～７．８ 

 
ＴＧブロック－αの溶解特性 

溶解濃度（ｋｇ/㎥） 溶解粘度（ｃｐｓ） 

1 40 

2 80 

4 600 

6 1800 

8 2800 

 



ＴＧブロック－αによる土砂改良 
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ズリ・トロ排出方式可能範囲 

：清水を注入 

：TG ブロック-αを注入 

荷姿 

加泥材添加前性状 

礫 50％、川砂 50％、 

加水 5％ 

ﾐﾆｽﾗﾝﾌﾟ値：0 ㎝ 

TG ブロック-α 

濃度：0.8％ 

注入率：30％ 

ﾐﾆｽﾗﾝﾌﾟ値：4.2 ㎝ 

清水 

注入率：30％ 

ﾐﾆｽﾗﾝﾌﾟ値：0.7cm→崩壊 
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